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37℃ ， 30分 間 incubate しg，t成 Citrate 量 を Coleman

phostometer （filter　420） に依 り Perlm 乱 n ，　Landy ，

Jehnsonの 方法で測定 し ， 本酵素系に 及 ぼ す性 steroids

の 影響 を 推察 した．な お 一
部の 實驗 で は Citrate の

utilization を bloc1⊆ す る爲 に 0．05　 M 　 BaC12 を 加 え

た．BaC12 を添加 しなかっ たもの では diethyl　 stilbes ．

tro13 ＞く10− 4M −e 　1・ま28％ ， 　】．5× 10− BM で をよ20％ est −

radio13 × le−‘M では20％不活性化を認め た．こ れ に

巽 し BaC12 添加 した もの で は estradio1 は 4 × 10− 3M

で 122％，2Xle −4Mrf
も 122％活・陸化を 示 V，diethyl

stilbestro1 は 3 × 10− sM
で 126％ ， 1．5× 10− 3］1で は

130％ と活性化を認め た．ま た progesterQne は 3x

lO 唖
］［ で工6％，　 1．5× 10− 4M で17％ 阻 害 を 示 した が ，

testosterone には認む べ き變 fヒはな か つ た．

　86．子宮筋代謝に關す る研究 （子 宮筋の 脱水紊

酵棄系に關す 釜實驗酌研究）

　　　　　　 （大阪醫大）　小 島　秋 ， 濱 田春次郎 ，

　　　　　　　
ee
小泉星

一
， 守屋光 陽 ， 小原正司

　女性 々 器 ， とくに妊娠 ， 分 娩 を 經過 す る子宮筋 の 組織

は ，性 ホ ル モ ン の 支配 を 受 けて い る とい われ る．演者

は ，子宮筋牧縮 の 本態を追及す る に當 り， 酵素學的な立

場か ら，ま ず Krebs の 提唱 した TCA サ イク ル に注目

レ，豚，家 兎 ，人 の 子 宮筋 を もっ て 實 驗 に 供 した．

　實驗方法は，こ れ らの 子宮筋 の 水洗切片，ホ モ ヂ ネ ー

ト及び等電點沈澱 に て抽出 した 酵素標品 に ， 基質 として

焦 性 ブ ドー酸，ク エ ン 酸，コ ハ ク 酸，リン ゴ 酸，他 に 乳

酸 な どを加 え， ソ ン ベ ル グ 氏 管で Mb 還元脱色時 間 ， 檢

壓計で基質酸化に要す る酸素消費量 を測定 し，次 の結果

をえた。

　 （ユ） 豚子宮筋の 卵胞期及び黄體期の 明確 な も の を 選

んで ， ホ モ ジ ネ
ー

トを作 り比較す る と，卵胞期の 子宮筋

の 方が Mb 脱色時間が速 く，從 っ て酵素活性 の 高い こ と

を 認 め た、

　 （2｝ 檢壓計 に お い て も，コ ハ ク 酸 を 基 質 と した 時，

卵胞期 の 子宮は酸素消費量が大であ る．

　 （3） 健常雌性家兎 3   の もの を去勢 し， 3 週間後 に

無慮置群 と比較 した とこ ろ，去勢 し た もの は酵素活性 が

低下 して い る。とくに添加 した基質の 中で，コ ハ ク 酸の
E

場合に 著明 で あ る．

　 （4 ） 檢壓計 に お い て も，去勢群 は ，酸素 消費量 は 少

な い ．

　 （5） 人 の 子 宮筋 は，手 術 時 に え た材 料 で ，筋層 を 細

片 に し，水洗 2囘 行 い，乳鉢で磨碎後， 燐酸援衝液 を 加

え遠沈 ， 上 清 を 分別 ， 酢酸緩衝液 を加 え，禪 5．2附近 で

等電點沈澱 ， 遠心分離 した もの に燐酸緩衝液 を加 え て酵

素標 品 と して 用 い た．非妊子宮 に お い て は ，
コ ハ ク 酸酸

化活性 は 比較的低い が ， 妊娠初期 か ら漸 次増加 ， 末期 に

は さ らに増 大す る。

　 子 宮筋腫 の 部翫 と健常部位 とで は ， 筋腫 の 組織 は活性

が低い ．健常部位と ， 正 常非妊子宮 とで は ， あ ま り差ば

認め られ な か つ た．

　腟綿瘋の 場合，病的部位の 筋組織は ，子 宮體部 に 比 し

て コ ハ ク 酸酸化活性 は低い ．

　 （6）　非妊 ， 妊娠 ， 産褥期 の子官筋 の 水洗切片に ，
コ

ハ ク 酸 を加 え，こ れ に腦下垂體後葉物質，麥角誘導體，硫

酸 ス パ ル チ ン な どの 子宮收縮劑 並 び に 性 ホ ル モ ン
， 苗葉

物質な どを試驗管内にて 作用せ しめ ，
コ ハ ク酸酸化 に 饗

す る 態度を檢討し，若干 の 所見をえ た が ， な お 日下追究

中で あ る．

　 （T） ’一
般 に，他の 心筋，骨格筋に比 べ て，子宮筋 は

酵素的活性 が 低 く，ま た 手術 に よ る侵襲，個體差，麻醉

に よ る 影響 ， 季節 に よ る變勁 な どの 條件 を充分考慮 に入

れ て ， 條件の 同
一

の も の に っ い て 實驗を孟3 こ なつ た．

　87．産孀人科領域に おけ る ビタ ミン A に 關す

る研究

　 （岩手醫大）
曇

秦　良 暦 ， 佐藤友義 ， 櫻 井保四郎

　　 高 僑正 次 ，永 井欣 六 ， 島取正 勝 ， 遠 藤滿 郎 ，

　　 三浦虎雄 ， 根本致知 ， 大塚健一

　 わ れ わ れ は，すで に た びた びわ が 領域 にお け る ビ タ ミ

ン A に關す るわ れ わ れの 研 究成果 に っ い て報 告 して き た

が ，今囘は そ の 後に え られ た所見の 主 な もの に っ き一活

報告す るe

　 I ．妊，褥婦 血 清の ビ タ ミ ン A 含有量 に っ い て （G ．D ．

H ．變法 に よ る測 定）．

　 （1） 妊婦 血 瀋 の ビ タ ミ ン A 含有量は非妊婦 の そ れ よ

り低 く，妊娠初期 と末期 に 特 に ひ くい ． し か し産褥で ば

増加 す る。な お カ ロ チ ン 含有量 は妊婦 と非妊婦 に差異 な

く， 褥 婦で は減少す る．

　 （2） 胎盤 の ビ タ ミ ン A 含有量 は母 體 血清 の そ れ よ り．

っ ね に ひ く く， 臍帯 血 の そ れ は さ らに ひ くい ．

　 （3） 胎兒肝臓は母體血清 よ りも大量の ビ タ ミ ン A を

含有す る．

　 （4 ） 母體 血 ，1齊帯血 ，胎盤 の ビ タ ミ ン ム 含有量 と見

の 生 下 時體重 と の 間 に
一

定 の 關係は み とめ が た い ．

　 皿．子宮運動 とビ タ ミ ン A （慢性塵管法 に よ る觀察）．

非去勢 ウサ ギ に ビ タ ミン A を そ れ ぞ れ 1 日 量5， OOi．u ．，
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